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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 72,470 9.2 4,356 196.8 4,091 294.4 434 ―
22年3月期第3四半期 66,345 △9.4 1,468 ― 1,037 ― △457 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 11.81 11.81
22年3月期第3四半期 △12.44 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 111,654 38,410 34.8 1,055.09
22年3月期 108,349 38,602 36.0 1,059.94

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  38,830百万円 22年3月期  39,009百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
4.00 4.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 業績予想の修正については、本日（平成23年2月4日）公表の「業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」を参照してください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 95,400 8.3 5,300 134.0 4,950 168.5 450 93.2 12.23



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及びその他業績予想に関する事項については、四半期決
算短信【添付資料】P.3「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 37,324,264株 22年3月期  37,324,264株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  520,977株 22年3月期  520,567株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 36,803,580株 22年3月期3Q 36,803,214株



（参考）平成 23 年３月期の個別業績予想（平成 22 年４月 1日～平成 23 年３月 31 日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 円 銭

通期  78,700 8.8  4,200 176.0  4,200 189.9  450 ―  12.23 

（注）個別業績予想数値の当四半期における修正の有無 有 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、当初は新興国の経済成長を背景として生産や輸出が増加し、

ゆるやかな回復基調の下、企業収益にも改善が見られたものの、後半には急激な円高の進行や米国・中国等の景気

に対する減速懸念に加え、国内における消費刺激策効果の一巡もあって足踏み状態となるなど、依然として先行き

の不透明感を払拭できない状況が続きました。 

住宅産業におきましては、各種税の優遇策などの需要を下支えする政策支援などにより当期に入って持ち直して

きており、不安定な雇用・所得環境に対する懸念等はあるものの、当第３四半期累計期間（９ヵ月）における新設

住宅着工戸数は前年同期比6.4％の増加となり、数量としては未だ低水準ながら比較的堅調に推移しました。 

これに伴い、当社グループの主力製品である窯業系外装材の同期間における業界全体の国内販売数量について

も、最悪期であった前年同期に比し8.4％の増加、特に直近３ヵ月（平成22年10月～12月）では同13.3％の増加と

なり、順調に回復基調を辿りました。 

このような環境の下、当社グループは窯業系外装材において、高機能なセルフクリーニングの中高級品への標準

装備や新製品の拡販などによりシェアアップを図る一方で、生産面では供給体制を整えるほか、引き続き原材料の

見直しや生産効率の向上などの合理化施策に取り組むとともに、米国での製造事業を始めとする海外事業の採算改

善にも注力いたしました。 

この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の連結業績は次のとおりとなりました。 

（金額単位：百万円） 

   

売上高につきましては、主力である国内窯業系外装材事業において、中高級品を中心とした拡販策の寄与などに

より販売数量が持ち直したことを始めとして、ほとんどの分野で販売数量を回復させたことから、売上高は724億

70百万円と前年同期比61億24百万円（9.2％）の増収となりました。 

損益につきましては、国内窯業系外装材における増収とこれに伴う稼働率のアップや合理化施策による利益率の

改善、並びに海外事業の損失縮小などにより、営業利益は43億56百万円と前年同期比28億88百万円（196.8％）、

経常利益は40億91百万円と同30億54百万円（294.4％）の大幅な増益となりました。一方、四半期純利益について

は、第２四半期連結会計期間において製品保証引当金繰入額27億円を特別損失に計上したこともあり、４億34百万

円と前年同期比８億92百万円の増加に止まったものの、前年同期の４億57百万円の損失から利益に転じました。 

  

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

外装材事業 

主力の窯業系外装材において、前記のとおり、販売数量の持ち直しに伴う稼働率アップや合理化施策による変動

費コストダウンなどの原価低減から、売上高は657億39百万円、セグメント利益（営業利益）は58億２百万円とな

りました。 
  

（注）第１四半期連結会計期間よりセグメント区分を変更しているため、各セグメントの対前年同期との比較は記

載しておりません。また、第１四半期連結会計期間は外装材事業とＦＰ事業の２つを報告セグメントとして

おりましたが、第２四半期連結会計期間より、外装材事業の１つに変更しております。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の財政状態は以下のとおりであります。 

前連結会計年度末に比し純資産が１億92百万円減少し、総資産が33億５百万円増加した結果、自己資本比率は

34.8％と1.2ポイントの減少となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

  

  

前第３四半期 

連結累計期間 

当第３四半期 

連結累計期間 

増減 

金額 率（％） 

売上高  66,345  72,470  6,124  9.2

営業利益  1,468  4,356  2,888  196.8

経常利益  1,037  4,091  3,054  294.4

四半期純利益又は四半期純損失（△）  △457  434  892  －



増減の主なものは、流動資産では受取手形及び売掛金が45億69百万円、現金及び預金が21億60百万円それぞれ増

加した一方で、商品及び製品が11億28百万円減少しております。また、固定資産では有形固定資産が24億20百万円

減少し、投資その他の資産が７億20百万円増加しております。流動負債では短期借入金が30億16百万円減少した一

方で、支払手形及び買掛金が13億15百万円、その他流動負債が12億18百万円それぞれ増加しております。また、固

定負債では長期借入金が17億64百万円、製品保証引当金が26億49百万円増加しております。 

  

〔キャッシュ・フロー計算書〕 

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比し

21億15百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末には151億23百万円となりました。 

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 
  
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は55億36百万円と前年同期比22億11百万円の増加となりました。これは、主に、償

却前利益（税金等調整前四半期純利益＋減価償却費）で54億58百万円を計上したほか、製品保証引当金が27億45百

万円、仕入債務が13億56百万円それぞれ増加するなど資金の増加要因があった一方で、売上債権が45億93百万円増

加するなど資金の減少要因もあったことなどによるものであります。 
  
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は18億34百万円と前年同期比13億59百万円の減少となりました。これは、主に、有

形固定資産の取得による支出が18億43百万円あったことなどによるものであります。 
  
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は15億24百万円（前第３四半期連結累計期間は15億90百万円の獲得）となりまし

た。これは、主に、長期・短期合わせた借入金を９億46百万円減少させたほか、リース債務の返済による支出が５

億４百万円あったことなどによるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間の業績動向等を踏まえまして、連結、個別とも平成22年11月10日に公表いたしました

平成23年３月期（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日）の通期業績予想（以下、「前回発表予想」）を

以下の通り修正しております。 

  

平成23年３月期の修正後通期業績予想 

  

（参考）前回発表予想（平成22年11月10日公表） 

  

当社グループ主力製品の窯業系外装材の主要マーケットである戸建住宅の新設着工戸数は、当期に入り持ち直し

ております。これに伴い、窯業系外装材業界全体の国内販売数量についても、当第３四半期累計期間（９ヵ月）で

は前年同期比8.4％の増加となるなど順調に推移しており、この傾向は期末まで継続すると予想されるため、国内

窯業系外装材事業は販売数量増が見込まれます。前回発表予想においても、このようなマーケットの回復は一定程

度前提としておりましたが、そのスピードと度合いが前回発表時の想定を上回ることから、売上高は前回発表予想

を上回ると予想されます。 

損益につきましても、国内窯業系外装材における増収とこれに伴う稼働率アップや合理化施策による変動費コス

トダウンなどの原価低減が寄与し、営業利益、経常利益、当期純利益はそれぞれ前回発表予想を上回ると予想され

ます。 

なお、当期純利益につきましては、平成23年度税制改正にて予定されている法人税率引き下げに伴う繰延税金資

産の取り崩しによる法人税等調整額約3億50百万円を予想に織り込んでおります。  

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

連結  95,400  5,300  4,950  450  12.23

個別（参考）  78,700  4,200  4,200  450  12.23

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

連結  93,500  4,200  3,900  100  2.72

個別（参考）  76,300  3,300  3,300  100 2.72



（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

1)たな卸資産の評価方法  

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、一部について実地棚卸を省略し、第２四半期連結

会計期間末に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

2)繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングに、前連結会計年度末以降に生じた経営環境の著しい変化及び一時差異の発生状況について

の大幅な変動による影響を加味したものを使用しております。 
  

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更  

1)資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ５百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は31百万円減少

しております。 

2)企業結合に関する会計基準等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26

日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究開発費等に

係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」

（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指

針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

なお、連結子会社の資産及び負債の評価方法を部分時価評価法から全面時価評価法へ変更したことによる連

結財務諸表に与える影響はありません。 
  

②表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結累計期間では

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。  

   

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 15,258 13,098

受取手形及び売掛金 25,372 20,803

商品及び製品 8,744 9,873

仕掛品 1,739 2,247

原材料及び貯蔵品 2,236 1,934

繰延税金資産 1,074 1,240

その他 719 913

貸倒引当金 △109 △89

流動資産合計 55,036 50,021

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 16,569 17,572

機械装置及び運搬具（純額） 10,078 11,504

工具、器具及び備品（純額） 400 410

土地 20,767 20,771

リース資産（純額） 1,531 2,096

建設仮勘定 658 69

有形固定資産合計 50,006 52,426

無形固定資産   

リース資産 10 8

ソフトウエア 115 93

その他 303 337

無形固定資産合計 430 439

投資その他の資産   

投資有価証券 2,426 2,583

長期貸付金 0 2

繰延税金資産 1,338 222

その他 2,468 2,703

貸倒引当金 △51 △50

投資その他の資産合計 6,181 5,461

固定資産合計 56,618 58,327

資産合計 111,654 108,349



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,354 12,038

短期借入金 14,214 17,230

リース債務 677 659

未払法人税等 1,330 792

賞与引当金 548 1,240

製品保証引当金 1,320 1,225

その他 7,489 6,271

流動負債合計 38,935 39,459

固定負債   

長期借入金 27,966 26,201

リース債務 1,059 1,496

繰延税金負債 953 924

退職給付引当金 861 888

役員退職慰労引当金 94 70

製品保証引当金 2,695 45

事業整理損失引当金 172 196

負ののれん 180 236

その他 324 227

固定負債合計 34,308 30,287

負債合計 73,244 69,746

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,136 8,136

資本剰余金 10,925 10,925

利益剰余金 22,290 21,929

自己株式 △475 △475

株主資本合計 40,876 40,515

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 158 245

繰延ヘッジ損益 － 1

為替換算調整勘定 △2,203 △1,752

評価・換算差額等合計 △2,045 △1,505

新株予約権 44 31

少数株主持分 △465 △438

純資産合計 38,410 38,602

負債純資産合計 111,654 108,349



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 66,345 72,470

売上原価 45,790 48,030

売上総利益 20,555 24,439

販売費及び一般管理費 19,086 20,082

営業利益 1,468 4,356

営業外収益   

受取利息 15 16

受取配当金 30 21

不動産賃貸料 73 －

助成金収入 79 －

負ののれん償却額 55 －

その他 167 340

営業外収益合計 423 378

営業外費用   

支払利息 564 528

開業費償却 64 －

為替差損 125 70

その他 100 45

営業外費用合計 854 644

経常利益 1,037 4,091

特別利益   

固定資産売却益 30 11

投資有価証券売却益 10 1

特別利益合計 40 13

特別損失   

固定資産売却損 0 1

固定資産除却損 55 67

投資有価証券売却損 0 0

投資有価証券評価損 27 11

減損損失 720 －

ゴルフ会員権売却損 － 0

ゴルフ会員権評価損 － 1

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 25

製品保証引当金繰入額 － 2,700

特別損失合計 803 2,807

税金等調整前四半期純利益 275 1,297

法人税、住民税及び事業税 437 1,626

法人税等還付税額 △13 －

過年度法人税等 － 123

法人税等調整額 390 △867

法人税等合計 815 882

少数株主損益調整前四半期純利益 － 415

少数株主損失（△） △82 △19

四半期純利益又は四半期純損失（△） △457 434



（第３四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 23,397 25,832

売上原価 15,534 16,705

売上総利益 7,863 9,127

販売費及び一般管理費 6,514 6,899

営業利益 1,348 2,228

営業外収益   

受取利息 4 4

受取配当金 0 2

不動産賃貸料 28 －

為替差益 11 －

助成金収入 10 －

負ののれん償却額 18 －

その他 56 108

営業外収益合計 130 114

営業外費用   

支払利息 184 173

為替差損 － 33

その他 89 23

営業外費用合計 273 231

経常利益 1,205 2,112

特別利益   

固定資産売却益 0 9

投資有価証券売却益 10 1

特別利益合計 10 11

特別損失   

固定資産売却損 － 1

固定資産除却損 25 19

投資有価証券評価損 1 －

減損損失 53 －

ゴルフ会員権売却損 － 0

ゴルフ会員権評価損 － 0

特別損失合計 80 20

税金等調整前四半期純利益 1,135 2,102

法人税、住民税及び事業税 131 539

法人税等還付税額 △0 －

過年度法人税等 － 123

法人税等調整額 365 285

法人税等合計 496 948

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,153

少数株主損失（△） △11 △5

四半期純利益 649 1,159



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 275 1,297

減価償却費 3,947 4,161

減損損失 720 －

負ののれん償却額 △55 △55

製品保証引当金の増減額（△は減少） △373 2,745

退職給付引当金の増減額（△は減少） △6 △26

受取利息及び受取配当金 △46 △38

支払利息 564 528

為替差損益（△は益） 130 78

固定資産除却損 55 67

売上債権の増減額（△は増加） △3,072 △4,593

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,256 1,122

仕入債務の増減額（△は減少） △218 1,356

その他 △56 559

小計 4,118 7,204

利息及び配当金の受取額 67 64

利息の支払額 △581 △528

法人税等の支払額 △502 △1,237

法人税等の還付額 222 33

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,324 5,536

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,599 △1,843

有形固定資産の売却による収入 45 19

無形固定資産の取得による支出 △34 △54

投資有価証券の取得による支出 △1 △1

投資有価証券の売却による収入 60 11

貸付けによる支出 △6 －

貸付金の回収による収入 11 8

営業譲受による支出 △1,644 －

その他 △23 25

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,193 △1,834

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,111 △3,862

長期借入れによる収入 5,080 7,910

長期借入金の返済による支出 △4,534 △4,993

リース債務の返済による支出 △65 △504

配当金の支払額 － △73

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,590 △1,524

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 △62

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,719 2,115

現金及び現金同等物の期首残高 10,141 13,008

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,860 15,123



該当事項はありません。 

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

（注）１．事業区分の方法 

事業区分は、製品の種類・性質及び用途等の類似性を考慮し、区分しております。  

２．各事業区分の主要製品  

３．第１四半期連結会計期間において、株式会社ＦＰコーポレーションが松本建工株式会社から事業譲受けを

実施したこと、及びそれに伴い株式会社エコロホームテック（平成21年10月１日付にて商号変更し、現社

名は株式会社ＦＰホーム）が連結子会社となったことにより、事業の種類別セグメント情報に係るセグメ

ント別の資産の金額が前連結会計年度末と比べ著しく変動しております。なお、受け入れた資産の金額

は、「住宅機材及びその他事業」において17億81百万円であります。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。  

  

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
外装材事業 

（百万円） 

住宅機材及び
その他事業 

（百万円） 

計 

（百万円） 

消去又は全社 

（百万円） 

連結 

（百万円）

売上高                              

(1) 外部顧客に対する売上高  54,632  11,713  66,345  －  66,345

(2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 －  －  －  －  －

計  54,632  11,713  66,345  －  66,345

営業利益  990  1,710  2,700  △1,232  1,468

事業区分 主要製品 

外装材事業 窯業系及び金属系外壁材並びに同関連製品、屋根材、耐火野地板 

住宅機材及びその他事業 
押入れユニット、付属部材、自動車内装用ボード、フロアー養生板、成型

用マット、ウレタン断熱パネル、注文住宅、住宅リフォーム 



〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち、分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、外装材事業を中心に事業活動を展開しており、業種別に区分された事業ごとに、当社及び当社の連結

子会社（以下、事業運営会社）が各々独立した経営単位として、単一の事業に従事する経営スタイルを採用して

おります。 

従って、当社グループは、事業運営会社を基礎とした業種別のセグメントから構成されており、「外装材事

業」を報告セグメントとしております。 

「外装材事業」は窯業系及び金属系外装材並びに同関連製品、外装用付属部材等の製造・販売をしておりま

す。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＦＰ事業、繊維板事業、

工事事業、その他事業を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△12億78百万円

及びその他の調整額21百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当

社の総務部門等管理部門に係る費用であります。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

４．報告セグメントの変更等に関する事項 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

当社は、第１四半期連結会計期間は外装材事業とＦＰ事業の２つを報告セグメントとしておりましたが、第２

四半期連結会計期間より、外装材事業の１つに変更しております。 

この変更は、ＦＰ事業の重要性がなくなったためであります。 

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。  

   

  （単位：百万円）

  

報告セグメント
その他 
（注１） 

  
合計  

  

調整額 
（注２） 

四半期連結損益
計算書計上額
（注３） 外装材事業 

売上高         

外部顧客への売上高  65,000  7,469  72,470  －  72,470

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 738  803  1,541  △1,541  －

計  65,739  8,272  74,011  △1,541  72,470

セグメント利益又は損失（△）  5,802  △188  5,613  △1,256  4,356

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



 

４．（参考）個別財務諸表等 

（１）（参考）四半期貸借対照表 

（単位:百万円） 

当第３四半期会計期間末 
前事業年度末に係る 

要約貸借対照表 

（平成22年12月31日） （平成22年３月31日） 
増減 

期別 

 

科目 金額 構成比 金額 構成比 金額 

（資産の部） ％ ％

       

Ⅰ 流動資産   47,393 49.5  43,119 46.8  4,273 

 現金及び預金   11,401   8,426   2,974 

 受取手形   2,177   532   1,644 

 売掛金   18,915   17,308   1,606 

 商品及び製品   6,946   7,792   △    845 

 仕掛品   852   1,360   △    507 

 原材料及び貯蔵品   992   893       98 

 繰延税金資産   892   998   △    106 

 未収入金   1,220   1,351   △    131 

 関係会社短期貸付金   3,750   4,224   △    474 

 その他   266   249   16 

 貸倒引当金   △      22   △      19   △      3 

       

Ⅱ 固定資産   48,353 50.5  49,009 53.2  △    656 

   １ 有形固定資産   24,853 26.0  25,664 27.9  △    810 

 建物（純額）   6,765   7,136   △    370 

 構築物（純額）   756   812   △     55 

 機械及び装置（純額）   4,809   5,528   △    718 

 車両運搬具（純額）   26   33   △      6 

 工具、器具及び備品（純額）   221   209        12 

 土地   11,814   11,814   ― 

 リース資産（純額）   142   119   23 

 建設仮勘定   316   10   305 

   ２ 無形固定資産   109 0.1  111 0.1  △      1 

   ３ 投資その他の資産   23,389 24.4  23,233 25.2  156 

 投資有価証券   2,284   2,410   △    126 

 関係会社株式   11,157   11,157   ― 

 関係会社出資金   3,428   3,428   ― 

 長期貸付金   0   2   △      1 

 関係会社長期貸付金   4,184   4,783   △    598 

 繰延税金資産   1,249   143     1,105 

 その他   2,165   2,386   △    221 

 貸倒引当金  △ 1,080  △ 1,078   △      1 

資産合計  95,746 100.0  92,129 100.0  3,617 



 

 

（単位：百万円） 

当第３四半期会計期間末 
前事業年度末に係る 

要約貸借対照表 

（平成22年12月31日） （平成22年３月31日） 
増減 

期別 

 

科目 金額 構成比 金額 構成比 金額 

（負債の部） ％ ％

    
Ⅰ 流動負債   32,002 33.4  32,972 35.8  △    970 

 支払手形   1,129   813        316 

 買掛金   14,375   13,852       522 

 短期借入金   7,947   11,079   △  3,132 

 リース債務   48   39   8 

 未払金   1,288   1,138   150 

 未払法人税等   1,071   508   562 

 賞与引当金   304   767   △    463 

 製品保証引当金   1,224   1,032       191 

 設備関係支払手形   54   53        1 

 その他   4,558   3,687   870 

         

Ⅱ 固定負債   25,616 26.8  21,073 22.9  4,542 

 長期借入金   22,082   20,221   1,861 

 リース債務   112   94   18 

 退職給付引当金   233   285   △     52 

 役員退職慰労引当金   44   29   15 

 債務保証損失引当金   176   176   ― 

 製品保証引当金   2,695   ―   2,695 

 その他   271   265         5 

負債合計  57,618 60.2  54,046 58.7    3,572 

（純資産の部）      

    
Ⅰ 株主資本   37,944 39.6  37,838 41.1      105 

  １ 資本金   8,136 8.5  8,136 8.8  ― 

  ２ 資本剰余金   11,122 11.6  11,122 12.1  ― 

 資本準備金   11,122   11,122   ― 

  ３ 利益剰余金   19,160 20.0  19,054 20.7      106 

 (１)利益準備金   768   768  ― 

 (２)その他利益剰余金        

 別途積立金   16,160   16,160   ― 

 繰越利益剰余金   2,231       2,125   106 

  ４ 自己株式      △ 475 △ 0.5     △ 475 △ 0.5  △      0 

Ⅱ 評価・換算差額等   138 0.1  213 0.2  △     74 

  １ その他有価証券評価差額金   138 0.1  212 0.2  △     73 

  ２ 繰延ヘッジ損益       ― ―  1 0.0  △      1 

Ⅲ 新株予約権   44 0.1  31 0.0  13 

純資産合計  38,128 39.8  38,083 41.3        44 

負債純資産合計  95,746 100.0  92,129 100.0    3,617 

（注）この四半期貸借対照表は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成しておりますが、法定開示におけるレビュー対象

ではありません。 



 

 
（２）（参考）四半期損益計算書 

（単位：百万円） 

前第３四半期累計期間 

（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日）

当第３四半期累計期間 

（自 平成22年４月１日 
至 平成22年12月31日）

増 減 
期別 

 

科目 
金額 百分比 金額 百分比 金額 増減率

  ％  ％  ％

Ⅰ 売上高   54,329 100.0  59,298 100.0  4,968 9.1

Ⅱ 売上原価   38,567 71.0  40,821 68.8  2,253 5.8

 売上総利益   15,762 29.0  18,477 31.2  2,714 17.2
         

Ⅲ 販売費及び一般管理費   14,878 27.4  15,204 25.7  325 2.2

 営業利益   883 1.6  3,272 5.5   2,389  270.5
         

Ⅳ 営業外収益   593 1.1  518 0.9  △    74 △ 12.6

 受取利息   129   91   △    37  

 受取配当金   77   33   △    43  

 不動産賃貸収入   275   275        0  

 その他   111   118   6  

         

Ⅴ 営業外費用   693 1.3  513 0.9  △   180 △ 26.0

 支払利息   383   368   △    15  

 不動産賃貸原価   136   113   △    22  

 為替差損   128   25   △   103  

 その他   44   6   △    38  

 経常利益   783 1.4  3,278 5.5  2,494 318.5
         

Ⅵ 特別利益   10 0.0  3 0.0  △     6 △ 66.4

 固定資産売却益   ―   3   3  

 投資有価証券売却益   10   ―   △    10  

         

Ⅶ 特別損失   723 1.3  2,757 4.6  2,034 281.2

 固定資産売却損   0   ―   △     0  

 固定資産除却損   29   24   △     4  

 投資有価証券売却損   0   ―   △     0  

 投資有価証券評価損   26   11   △    15  

 減損損失   666   ―   △   666  

 ゴルフ会員権評価損   ―   1        1  

 
資産除去債務会計基準の 

適用に伴う影響額 
  ―   20       20  

 製品保証引当金繰入額   ―   2,700   2,700  

 税引前四半期純利益     69  0.1   523  0.9  453 649.2

 法人税、住民税及び事業税   104 0.2  1,237 2.1     1,133  

 法人税等還付税額   △      13 △ 0.0        ― ―      13  

 過年度法人税等   ― ―  63 0.1  63  

 法人税等調整額            285  0.5  △     956 △ 1.6  △ 1,241  

 
四半期純利益又は 

四半期純損失（△） 
     △ 306 △ 0.6     179 0.3  486 ― 

（注）この四半期損益計算書は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成しておりますが、法定開示におけるレビュー対象で

はありません。 
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